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書データの保存も、光磁気ディスクを利用すること

によってディスクの入れ替え作業だけで行え、磁気

ディスクを増設するより安価に保存できます。また、

図書管理システムがクラッシュしたときも光磁気デ

ィスクにシステムをバックアップしておくことによ

りディスクを入れるだけで復旧することができます。

（3）図書室外からのシステムの利用者に対してネット

ワーク（KUINS、教室LAN）からの利用ができるだ

けでなく、まだネットワークの設備が整っていない

場所からも利用できるようにDAUをとりつけ、電

話回線からログインできます。

　各教室レベルで利用しやすい環境を考えて図書管

理システムのソフトウェアでは、（1）どのメーカーの

ワークステーションでも利用することができるよう

に、互換性が高いOSのUNIXと言語のC、INFOR－

MIXで構築、（2）どのような端末からでも利用でき

るように、キャラクターベースでシステムを構築、

（3）各教室の特徴に合わせたシステムを容易に変更・

構築できるように、各処理ごとを部品として開発し、

それら部品を組み合わせることによってシステムを

構築、の3点を中心に開発を進めています。

ットワーク環境を利用した、

　・利用者と図書室の連絡用に電子メール利用サー

　　ビスの提供

　・各図書室の情報（利用上の注意、新着図書の案

　内、休室のお知らせ等）を利用者が研究室の計

　算機から読むことができるような、ネットワー

　　クニュースのサービスの提供

　・提供する情報を文字だけでなく写真や音などで

　　も提供できるように1）WWWサービスの提供

　以上のサービスを、これからの図書管理システム

に組み込めるようにしたいと考えています。

4．おわりに

　図書管理システムを使うことによって従来の図書

業務を簡略化することが可能となりますが、それを

使いこなせなければ新しい仕事が増えるだけになっ

てしまいますので、電算化を行うときはシステムの

開発と同時にそれを実際利用する図書職員に対して

十分に使いこなせるだけの研修や、利用者に対して

の十分な広報が必要だと思います。

3．システムの拡張

　現在のシステムでは、図書業務の電算化を中心に

開発されていますが、KUINSや教室内LAN等のネ

1）マルチメディア対応のネットワークを利用した

情報提供システム。WWWとは、WorldWide
Web（世界に広がった蜘蛛の巣）の略

光磁気ディスク　磁気ディスク

ワークステーション

LAN

K　U　I　N　S

口
レーザプリンタ

　　　　　DAU
パーソナルコンビュータ　バーコードリーダ

図　　理学部図書管理システムの構成図

鈴鹿本今昔物語集の修補に関わって（特別寄稿）

　　　　　　　　　　　前附属図書館事務部長　吉岡千里
　新聞報道等によれば、平成6年7月18日、修補を

終えた9巻の鈴鹿本今昔物語集の完成披露が鈴鹿氏

を招いて附属図書館館長室で行われ、同26日には各

報道機関を招き記者発表も行われたとのことである。

私も7月27日の朝刊各紙に掲載されたこの記事を読

み、修補に関わった一人として感慨無量の思いであ
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った。振り返ってみれば、平成3年10月、鈴鹿家か

ら寄贈を受け、同年度に第1年次分（第4分冊）の

修補に着手して以来、3力年の歳月と、約2千万円

の経費を費やして完了したものである。鈴鹿本今昔

物語集は、虫害がはなはだしく、見ることをはばか

られたため、“幻の写本”として世間に知られてい

たが、今回の修補では、本紙を解体して、すべての

ページを、破損の状況に応じて、現在求め得る最高

の技術で裏打ちと補修を行い、本文を保護するため、

新しく表紙と題簸を付加する等の処理が行われた。

京大で受け入れた状態は、各分冊がそれぞれ白い美

濃紙に包まれているのみで、表紙や書写した内容を

示す題籏は存在していなかった。各分冊に“何巻が

書写”されているか分からないので、無意味にペー

ジをめくり、破損がすすむ結果となっていた。

　今回の修補では、国立国会図書館所蔵のマイクロ

版や、日本古典文学体系（岩波）で点検しながら慎

重に作業をすすめた。新しい表紙と外箱は、この資

料が修補後に、重要文化財に指定されることも考慮

して、他の重要文化財コレクションと同じ仕様でま

とめられた。なお、題簸の文字は、朝尾直弘館長

（文学部教授、国史学）の揮毫である。

　この度の修補で、受け入れ後に京大で補修・変更

を行ったのは次の事項である。

1．各分冊の版型を若干大きくしたこと。

　卜‘のど”の部分に書き込まれていた文字を読みや

すくするため、綴じ糸の位置を中心から外側にずら

す必要が生じたこと、及び、最も大きい分冊の版型

に全部の型を統一したためにおきたことである。

2．版型が若干大きくなったため、新たに桐の外箱

を作成した。※「今昔物語集」の墨書があり、また、

裏に“尚襲舎藏”の朱の押印があった鈴鹿家の外箱

は、別に大切に保存されている。

3．本紙を解体したことで、“紙の裏”に書写され

ていた数行の文字を確認し、これを解説文に注記す

ることにした。

4．本紙の修補が終了し、製本にかかる前に、各

ページ毎の写真撮影を行い、影印本作成のために完

全なネガ・フィルム原版を作成した。

5．修補で不要となった“こより”を使用して、紙

質の科学的な年代測定を行った結果、こよりについ

ては鎌倉時代の紙が使用されていることを確認し

た。　※名大年代測定資料研究センター（中村助教

授）に測定を依頼して判明した。

　最後に、鈴鹿家から無償で寄贈を受けた経緯につ

いて、後日の記録のために述べておくこととする。

今昔物語集は数十年前から京大図書館に寄託されて

いたが、平成2年6月頃、寄託解除の申し出があっ

た。これに対して、貴重な文化遺産であり、また、

研究資料としても極めて重要でありながら、虫害の

ため利用できない状態であること、また、京大が修

補する場合の計画案と経費見積もりを提示し、個人

の努力では健全な保存は困難なことなどを説明し善

処をお願いした。

　その後、鈴鹿一族で協議が行われ、“修理と、研究

者への公開、”等を条件に寄贈していただける事と

なった。修補計画を実行するに際しては、西島前総

長、井村総長を始め、事務局関係者の多大な御援助

・御協力により、実現することができた。また、影

印本の作成も日程に上っていると聞いている。

　京都大学としては、鈴鹿家に、全国の研究者を代

表して、ひたすら感謝するのみであった、ただ、幸

いなことに、平成4年10月、日本政府は鈴鹿氏に紺

綬褒賞を贈り感謝の意を伝えている。

　私事で恐縮であるが、国文学研究資料館の創設準

備にかかわったことがある。当時、国文学会の代表

者が故久松潜一先生であった。若輩の役人にも、熱

意を込めて国文学の研究資料の特色、例えば、書写

されたものは、それぞれ別の写本であり、その異同

を確かめることも国文学では重要な研究テーマとな

っているなど、関係機関に陳情のお供をした我々に

ていねいに説明していただいたのも懐かしい思い出

である。久松先生が育てられた研究者が鈴鹿家の善

意の賜物であるこの資料を活用して、優れた研究成

果を数多く発表されることを願っている。最後に、

今回の無償寄贈から修理完了まで、実に多くの人々

の御協力をいただいた。紙数に限りがあるため氏名

を省略せざるをえないが、これらの人々に支えられ

任務を終えることができたことに感謝の意を表する

ものである。
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展示会「吉田松陰とその同志」の開催 　平成6年度の展示会を下記のとおり開催しており

ますのでお知らせします。今回は、本館所蔵の維新
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